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年
末
調
整
の
個
別
相
談
会
は
１
月
１０
日
ま
で

●
年
末
調
整
と
は

給
与
の
支
払
者
は
、

毎
月

（日
）

の
給
与
の
支
払
い
の
際
に
所
定

「源

泉
徴
収
税
額
表
」
に
よ
っ
て
所
得
税

の
源
泉
徴
収
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、

そ
の
源
泉
徴
収
を
し
た

税
額
の
１
年
間
の
合
計
額
は
、

給
与

の
支
払
い
を
受
け
る
人
の
年
間
の
給

与
総
額
に
つ
い
て
納
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
そ
の
１
年
分
の
正
確
な
税
額

（年
税
額
）
と

一
致
し
な
い
の
が
通

常
で
す
。

そ
の
一
致
し
な
い
理
由
は
、

各
人

に
よ
つ
て
異
な
り
ま
す
が
、

そ
の
主

な
理
由
は
、

①
源
泉
徴
収
税
額
表
は
、

年
間
を
通
し
て
毎
月
の
給
与
の
額
に

変
動
が
な
い
も
の
と
し
て
作
ら
れ
て

い
ま
す
が
、

実
際
は
年
の
中
途
で
給

与
の
額
に
変
動
が
あ
る
こ
と
、

②
年

の
中
途
で
扶
養
親
族
等
に
異
動
が
あ

っ
て
も
、

そ
の
異
動
後
の
支
払
分
か

ら
修
正
す
る
だ
け
で
、

さ
か
の
ぼ
っ

て
各
月
の
源
泉
徴
収
簿
を
修
正
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、

③
配

偶
者
特
別
控
除
や
生
命
保
険
料
、

地

震
保
険
料
の
控
除
な
ど
は
、

年
末
調

整
の
際
に
控
除
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
不

一
致
を
精
算
す
る
た

め
、
１
年
間
の
給
与
総
額
が
確
定
す

る
年
末
に
そ
の
年
に
納
め
る
べ
き
税

額
を
正
し
く
計
算
し
、

そ
れ
ま
で
に

徴
収
し
た
税
額
と
の
過
不
足
額
を
求

め
、

そ
の
差
額
を
徴
収
又
は
還
付
す

る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の

精
算
の
手
続
き
を

「年
末
調
整
」
と

い
い
ま
す
。

●
年
の
途
中
で
再
就
職
し
た
人

そ
の
前
職
分
の
給
与
を
含
め
て
年

末
調
整
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

本
年
中
に
前
の
給
与
の
支
払
者
か
ら

支
払
い
を
受
け
た
給
与
と
そ
の
給
与

か
ら
徴
収
さ
れ
た
税
額
を
集
計
に
含

め
ま
す
。

こ
の
場
合
、

前
職
分
の
給
与
と
そ

の
徴
収
税
額
に
つ
い
て
は
、

そ
の
人

が
前
の
給
与
の
支
払
者
か
ら
交
付
を

受
け
た

「給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
面こ

な
ど
で
確
認
し
て
下
さ
い
。

●
控
除
対
象
扶
養
親
族
な
ど
の
異
動

年
の
途
中
で
、

次
の
よ
う
な
事
情

で
控
除
対
象
扶
養
親
族
の
数
な
ど
に

異
動
が
あ
っ
た
人
か
ら
、

異
動
申
告

が
行
わ
れ
て
い
る
か
確
認
し
て
下
さ
い
。

④
控
除
対
象
扶
養
親
族
の
数
が
増

加
。

又
は
減
少
し
た
。

①
結
婚
し
、

控
除
対
象
配
偶
者
を
有
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

○
本
人
が
障
害
者
、

寡
婦

（夫
）又
は
勤
労
学
生
に
な
っ
た
。

○
扶

養
親
族
等
が
障
害
者
に
な
っ
た
。

●
税
額
の
過
不
足
額
の
精
算

本
年
分
の
給
与
所
得
に
対
す
る
平

成
２４
年
分
年
税
額
の
計
算
が
で
き
ま

し
た
ら
、

そ
の
平
成
２４
年
分
年
税
額

と
、

本
年
分
の
源
泉
徴
収
税
額
の
過

不
足
額
を
求
め
、

そ
の
精
算
を
し
て

下
さ
い
。

●
超
過
額
の
還
付

給
与
の
支
払
者
が
納
付
す
る
源
泉

徴
収
税
額
が
無
い
な
ど
の
理
由
に
よ

り
、

超
過
額
の
還
付
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
に
は
、

税
務
署
か
ら

給
与
の
支
払
者
に

一
括
し
て
還
付
す

る
か
、

超
過
と
な
っ
た
各
人
に
直
接

還
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

年
末
調
整
の
個
別
相
談
会
を
次
の

通
り
行
い
ま
す
。

■
期
間

・２
月
１０
日
～
１
月
１０
日
（第
２
、４

土
・

日
曜
・祭
日
を
除
く
。

尚
、

姥
月
２９
日
～

１
月
４
日
ま
で
は
休
業
と
な
り
ま
す
０

■
会
場

青
色
申
告
会
事
務
所

■
必
要
な
書
類

一人
別
源
泉
徴
収
簿
、税

務
署
か
ら

送
ら
れ
た
納
付
書
（年
末
調
整
関
係

書
類
は
１０
月
下
旬
に
送
付
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

）
、

扶
養
控
除
等
（異
動
）
申

告
書
、

保
険
料
控
除
申
告
書
（生
命
保

険
料
、

地
震
保
険
料
、

国
民
年
金
、

健

康
保
険
料
等
）
。

間

込

期

申

■

■

決算書作成指導・相談日予約について

平成24年 分の決算書作成指導はつぎのとおり

です。この期間は予約制となります。

■相談日

平成25年 1月22日～ 3月12日

12月 上旬に 「予約申込書」を郵送します。
お早めにお申込みください。電話予約可。

後日ハガキでお知らせします。

青色申告決算書は、所得税確定申告書と一
緒に送付

されます。送付時期は 1月下旬です。

なお、申告書様式が変わ りますので、必ず新様式
をご使用 ください。

また、e口Taxに よる確定申告をされた方は、決算書、

所得税および消費税の確定申告書も税務署から送付さ

れません。これらの書類は事務局に用意 してあります

ので必ずお持ち帰 りください。

また、予定納税 をされた方は、金額のわかるもの

をご持参 くださるようお願いします。



年
末
調
整
に
つ
い
て
の
注
意
点

今
年
も
年
末
調
整
を
行
う
時
期
と
な

り
ま
し
た
。

従
業
員
や
青
色
事
業
専
従
者
（生
計

を

一
に
し
て
い
る
配
偶
者
や
子
な
ど
の
家

族
従
業
員
）
を
雇
い
給
料
を
１
円
で
も
支

払
っ
て
い
る
場
合
は
、源

泉
徴
収
さ
れ
る
税

額
が
無
い
場
合
で
も
年
末
調
整
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

源
泉
徴
収
し
た
所

得
税
の
納
期
限
は
平
成
２４
年

１２
月
分
に

つ
い
て
は
、

平
成
２５
年
１
月
１０
日
、

納
期
の

特
例
の
承
認
を
受
け
て
い
る
場
合
は
平
成

２５
年
１
月
２‐
日
と
な
り
ま
す
が
、

主日
色
申

告
会
事
務
所
を
ご
利
用
に
な
る
際
は
主

に
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

★
従
業
員
及
び
青
色
事
業
専
従
者
に
配

偶
者
や
扶
養
親
族
が
い
る
場
合

●
控
除
対
象
配
偶
者

従
業
員
や
青
色
事
業
専
従
者
と
生
計

を

一
に
す
る
配
偶
者
奎
目
色
事
業
専
従

者
と
し
て
給
与
の
支
払
を
受
け
て
い
る
場

合
及
び
白
色
事
業
専
従
者
を
除
く
）
で
、

合
計
所
得
金
額
が
３８
万
円
以
下
の
人
が

い
る
場
合
に
は
控
除
対
象
配
偶
者
に
該

当
す
る
こ
と
に
な
り
、

従
業
員
や
青
色
事

業
専
従
者
本
人
の
所
得
金
額
の
合
計
額

か
ら
配
偶
者
控
除
と
し
て
最
低

３８
万
円

が
控
除
さ
れ
ま
す
。

●
配
偶
者
特
別
控
除

従
業
員
や
青
色
事
業
専
従
者
と
生
計

を

一
に
す
る
配
偶
者
（青
色
事
業
専
従
者

と
し
て
給
与
の
支
払
を
受
け
て
い
る
場
合

及
び
白
色
事
業
専
従
者
を
除
き
、〈

口計
所

得
金
額
が
７６
万
未
満
の
方
に
限
る
）
で
控

除
対
象
配
偶
者
に
該
当
し
な
い
方
を
有

す
る
場
合
に
は
、

従
業
員
や
青
色
事
業
専

従
者
本
人
の
所
得
金
額
の
合
計
額
か
ら

３８
万
円
を
限
度
と
し
て
控
除
で
き
ま
す
。

配
偶
者
特
別
控
除
と
は
、

配
偶
者
特

別
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
従
業
員
や

青
色
事
業
専
従
者
本
人
の
合
計
所
得
金

額
が
１
０
０
０
万
円
以
下
で
、

従
業
員
や

青
色
事
業
専
従
者
本
人
と
生
計
を

一
に

す
る
配
偶
者
に
所
得
が
あ
る
場
合
に
、

そ

の
合
計
所
得
金
額
に
応
じ
て
控
除
額
を

計
算
す
る
制
度
で
す
。

●
扶
養
控
除

従
業
員
や
青
色
事
業
専
従
者
と
生
計

を

一
に
す
る
年
齢
１６
歳
以
上
の
親
族
（配

偶
者
、土日

色
事
業
専
従
者
と
し
て
給
与
の

支
払
を
受
け
て
い
る
場
合
及
び
白
色
事

業
専
従
者
を
除
く
）
で
、

〈
口
計
所
得
金
額

が
３８
万
円
以
下
の
人
の
場
合
に
は
従
業

員
や
青
色
事
業
専
従
者
本
人
の
所
得
金

額
の
合
計
額
か
ら
最
低
３８
万
円
が
控
除

さ
れ
ま
す
。

よ
っ
て
、

配
偶
者
や
扶
養
親
族
室
日
色
事

業
専
従
者
と
し
て
給
与
の
支
払
を
受
け

て
い
る
場
合
及
び
白
色
事
業
専
従
者
と

な
っ
て
い
る
場
合
を
除
く
）
が
い
る
場
合
で

配
偶
者
控
除
、

配
偶
者
特
別
控
除
、

扶
養

控
除
の
適
用
を
受
け
る
方
は
、

そ
の
配
偶

者
や
扶
養
親
族
の
所
得
金
額
宋
―
卜
収

入
な
ど
の
場
合
は
パ
ー
ト
先
の
給
与
総
額

を
源
泉
徴
収
票
な
ど
で
調
べ
る
Ｘ
生
年
月

日
、

障
害
者
（特
別
障
害
者
を
含
む
）
の

有
無
等
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
江ヽ
立思
占
小

専
従
者
給
与
を
１
円
で
も
受
け
て
い
る

方
は
扶
養
控
除
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

☆
社
会
保
険
料
控
除
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
や
介
護
保

険
法
の
規
定
に
よ
る
介
護
保
険
料
等
に
つ

い
て
は
平
成
２４
年
分
の
支
払
い
額
を
調
べ

て
く
だ
さ
い
。

★
生
命
保
険
料
控
除
額
の
改
組

①
介
護
医
療
保
険
料
控
除
の
創
設

（イ
）
平
成
２４
年
１
月
１
日
以
後
に
締

結
し
た

一
定
の
介
護
医
療
保
険
契
約
等

に
係
る
保
険
料
等
に
つ
い
て
は
、

控
除
限

度
額
を
４
万
円
と
す
る
介
護
医
療
保
険

料
控
除
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

②

一
般
の
生
命
保
険
料
控
除

（イ
）
平
成
２４
年
１
月
１
日
以
後
に
締

結
し
た

一
般
の
生
命
保
険
料
及
び
個
人

午
金
保
険
料
に
つ
い
て
は
控
除
限
度
額
は

４
万
円
と
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

（
口
）
平
成
２３
年
１２
月
３‐
日
以
前
に
締

結
さ
れ
た

一
般
の
生
命
保
険
料
及
び
個

人
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

従
来
ど
お

り
控
除
限
度
額
は
５
万
円
と
な
り
ま
す
。

（
ハ
）
（イ
）
と
（
口
）
の
生
命
保
険
料
を

支
払
っ
て
い
る
方
は
（イ
）
と
（
口
）
の
控
除

限
度
額
の
合
計
額
と
な
り
ま
す
が
、

そ
の

合
計
額
が
４
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は

４
万
円
が
限
度
と
な
り
ま
す
。

③
個
人
年
保
険
料
控
除

（イ
）
平
成
泌
年
１
月
１
日
以
後
に
締
結

し
た
個
人
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
は
控
除
限

度
額
は
４
万
円
と
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

（
口
）
平
成
２３
年
１２
月
３‐
日
以
前
に
締

結
さ
れ
た

一
般
の
生
命
保
険
料
及
び
個

人
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

従
来
ど
お

り
控
除
限
度
額
は
５
万
円
と
な
り
ま
す
。

穴

）
（イ
）
と
（
口
）
の
生
命
保
険
料
を

支
払
っ
て
い
る
方
は
（イ
）
と
（
口
）
の
控
除

限
度
額
の
合
計
額
と
な
り
ま
す
が
、

そ
の

合
計
額
が
４
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は

４
万
円
が
限
度
と
な
り
ま
す
。

④
複
数
の
保
険
料
控
除
の
適
用
を
受
け

る
場
合

①
か
ら
①
の
生
命
保
険
料
を
支
払
っ
て

い
る
方
は
①
か
ら
③
の
控
除
限
度
額
の
合

計
額
と
な
り
ま
す
が
、

そ
の
合
計
額
が
１２

万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
１２
万
円
が
限

度
と
な
り
ま
す
。

☆
保
険
料
控
除
の
証
明
書
に
つ
い
て

年
末
調
整
の
際
に
、社

会
保
険
料
の

一

つ
で
あ
る
国
民
年
金
保
険
料
等
（国
民
年

金
法
の
規
定
に
よ
り
被
保
険
者
と
し
て

負
担
す
る
国
民
年
金
の
保
険
料
及
び
国

民
年
金
基
金
の
加
入
者
と
し
て
負
担
す

る
掛
金
）
、

小
規
模
企
業
共
済
等
掛
金
、

一
般
の
生
命
保
険
料
曇

部
の
も
の
を
除

く
）
、

介
護
医
療
保
険
料
、

個
人
年
金
保

険
料
、

地
震
保
険
料
、

旧
長
期
損
害
保
険

料
に
つ
い
て
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
場

合
に
は
、

こ
れ
ら
の
支
払
い
を
し
た
旨
を

証
す
る
書
類
（以
下
「証
明
書
」
と
い
い
ま

す
）を
保
険
料
を
除
申
告
書
に
添
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
ど
」と
と
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
こ
れ
ら
の
証
切
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

★
そ
の
他
の
注
意
点

前
年
以
前
に
年
末
調
整
を
し
た
方
は
前

年
の
年
末
調
整
の
書
類
を
、〈

平年
の
６
月
か

ら
７
月
に
か
け
て
源
泉
徴
収
の
手
続
き
を

受
け
た
方
は
そ
の
源
泉
徴
収
の
書
類
（源

泉
徴
収
締
、細

竹
書
）も
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
練

馬
西
青
色
申
告
会
事
務
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

（配
５
３
８
７
１
６
２
１
１
）

■利率 :1.75%(平 成24年 11月 9日 現在)

※担保 ・保証人不要 (保証協会の保証も不要)
※他に練馬区の利手術給40%(3年 間)

※利用できる方 :従業員20名 以下(商業 サ ービス業5名以下)

※ 1年以上事業を行つている方
※飲食業の設備資金も利用可能

◇本融資は商工会議所の推薦で日本政策金融公庫より事業資

金として貸し出しされますが、審査の結果、ご希望に添え

ないことがあります。

窓回専門相談 容 智輩罪基賛呂坊翻務牟州「僻 督督学Fお
ります。

【法律相談】 毎月第1金曜日 午 後 1時 ～4時 (30分 単位)

相談員 :弁護士 相 談無料

【税務相談】 1月～3月 毎 月第2第 4火 曜日

4月 ～12月(8月休)毎 月第2火 曜日

午後 1時 ～4時 (30分 単位)

相談員 i税理士 相 談無料

【問い合わせ先】 東京商工会議所練馬支部

練馬区豊玉上2-23-10練馬産業会館 1階

TEL:3994-6521  FAX:3994-6589
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山
月
１６
日
（金
）
平
成
二
十
四
年
度
納

税
表
彰
式
が
勤
労
福
社
会
館
で
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

当
会
か
ら
、

練
馬
西
税
務
署
長
表
彰

状
受
彰
者

一
名
、

感
謝
状
受
彰
者
三
名
、

計
四
名
の
方
が
受
彰
さ
れ
ま
し
た
。

練
馬
西
税
務
署
長
表
彰
状

山
路
　
健
次
　
殿

練
馬
西
税
務
署
長
感
謝
状

早
坂
　
忠
　
　
殿

千
田
　
芳
子
　
殿

榎
本
　
一身
寿
美

殿

ま
た
、

受
彰
者
を
代
表
し
て
当
会
の

山
路
支
部
長
が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

受
彰
者
の
皆
さ
ま
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

今
後
の
益
々
の
ご
活
躍
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

確
定
申
告
時
に
会
計
ソ
フ
ト
を
使
用

し
て
決
算
さ
れ
る
方
が
こ
こ
数
年
増
加

し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
会
計
ソ
フ
ト
使
用

者
の
決
算
相
談
に
、

パ
ソ
コ
ン
の
画
面
に

デ
ー
タ
を
復
元
し
、

最
初
か
ら
デ
ー
タ
の

内
容
を
確
認
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

そ

の
方
法
で
す
と
決
算
書
の
作
成
に
数
時

間
を
要
す
る
場
合
が
あ
り
、

そ
の
為
、

他
の
会
員
の
予
約
時
間
が
大
幅
に
遅
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
会
計
ソ
フ
ト
使
用
に
よ
る
決

算
書
の
作
成
時
間
を
迅
速
に
す
る
た
め
、

会
計
ソ
フ
ト
使
用
者
は
、
１
月
の
中
旬

ま
で
に
数
回
（１
回
に
つ
き
１
時
間
程
度
）

記
帳
相
談
に
お
越
し
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、

決
算
申
告
時
に
お
い
て
は
、

Ｕ
Ｓ
Ｂ
及
び
Ｆ
Ｄ
な
ど
の
記
憶
媒
体
に

加
え
て
、

仕
訳
帳
、

現
金
出
納
帳
、

決

算
書
（損
益
計
算
書
や
貸
借
対
照
表
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

）
の
１
ペ
ー
ジ
か
ら

４
ベ
ー
ジ
ま
で
を
ご
自
宅
の
プ
リ
ン
タ
ー

か
ら
打
ち
出
し
し
て
ご
持
参
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

な
お
、

決
算
相
談
時
間
は

一
人

一
時
間

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
理
解
の

ほ
ど
お
願
い
致
し
ま
す
。

謝
辞
を
述
べ
る

山
路
支
部
長

受
彰
風
景

早
坂
支
部
長

蓮沼署長を図んで左から山本第一統括官、山路支部長、

蓮沼署長、榎本副支部長、千田支部長、青木会長

Ｈ
月
８
日
（木
）
ホ
テ
ル

・
グ
ラ
ン
ド

パ
レ
ス
に
て
全
国
労
働
保
険
適
正
加
入

促
進
会
議
が
開
催
さ
れ
、

当
会
が
平
成

２４
年
度
適
正
加
入
促
進
業
務
実
施
組
合

と
し
て
全
国
労
保
連
会
長
か
ら
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

当
会
は
今
回
で
３
回
目
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

今
後
も
労
働
保
険
の
加
入

促
進
業
務
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、

労
働
保
険
の
こ
と
で
ご
質
問
の

あ
る
方
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

事
務
局
　
武
藤

１１
月
Ｈ
日
（日
）
午
後
２
時
か
ら
、

石

神
井
公
園
駅
南
口
銀
座
通
り
に
あ
る

「ふ

れ
あ
い
広
場
」
に
て
、

石
神
井
町
支
部

の
人
方
清
文
支
部
長
が
講
師
で
、

「第
６

回

健
康
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
、

１８
名
の

ご
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

講
演
内
容
は
、

今
話
題
の
南
雲
吉
則

先
生
の
著
書

「
『空
腹
』
が
人
を
健
康

に
す
る
―

「
一
日

一
食
」
で
２。
歳
若
返

る
！
―

」
の
内
容
を
分
か
り
や
す
く
解

説
さ
れ
な
が
ら
、

実
践
し
て
み
て
の
体

験
談
を
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

一
日
三
食
、

食
べ
る
よ
う
に
な
っ
て

数
十
年
か
ら
百
年
、

人
類
の
祖
先
が
出

現
し
て
か
ら
１７
万
年
の
歴
史
は
飢
餓
と

の
闘
い
で
、

人
間
は
満
腹
の
体
に
は
適

応
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

コ

日

一
食
」
主

義
は
３。
％
～
４。
％
の
カ
ロ
リ
ー
制
限
を

３
週
間
か
ら
７
週
間
つ
づ
け
る
と
、

遺

伝
子
の
中
の
第

１０
細
胞
（サ
ー
チ
ュ
イ

ン
遺
伝
子

・
別
名

「延
命
遺
伝
子
と
が

ス
イ
ツ
チ
オ
ン
に
な
り
、

体
が
若
返
る

と
い
う
も
の
。

食
材
は
完
全
栄
養
食
と

い
わ
れ
る
、

野
菜
は
葉
ご
と
皮
ご
と
根

っ
こ
ご
と
、

魚
は
皮
ご
と
骨
ご
と
頭
ご

と
、

穀
物
は
全
粒
で
い
た
だ
く
。

睡
眠

は
夜
１０
時
か
ら
夜
中
２
時
ま
で
の
ゴ
ー

ル
デ
ン
タ
イ
ム
を
含
む
よ
う
に
出
来
る

だ
け
心
が
け
る
こ
と
で
し
た
。

た
だ
し
、

ご
年
配
の
方
や
成
長
期
の

子
供
の
よ
う
に
栄
養
が
必
要
な
方
は
、

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
が
必
要
で
す
の

で
、

行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
と
の
こ
と

で
し
た
。

続
け
ら
れ
る
秘
訣
は
、

健
康
に
プ
ラ

ス
に
な
る
と
信
じ
、

ス
ト
レ
ス
を
感
じ

ず
楽
し
く
続
け
る
こ
と
、

い
っ
で
も
止

め
て
良
い
と
軽
く
考
え
る
こ
と
で
、

逆

に
続
け
ら
れ
る
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
こ
の
講
演
が
皆
さ
ん
の
健
康
や

食
事
の
習
慣
を
少
し
で
も
考
え
る
良
い

き

つ
か
け
に
な
れ
れ
ば
と
締
め
く
く
ら

れ
ま
し
た
。

人
方
支
部
長
は
、

約
７
ヶ
月
間
、

ヨ

日

一
食
」
を
続
け
な
が
ら
、

仕
事
を
始

め
る
前
に
、

石
神
井
公
園
の
周
り
を
ラ

ン
ニ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
と
お
聞
き
し
、

非
常
に
驚
き
ま
し
た
。

チ
ヤ
レ
ン
ジ
精
神
あ
ふ
れ
る
、

パ
ヮ

フ
ル
な
人
柄
が
に
じ
み
出
て
、

大
盛
況

の
う
ち
に
講
演
が
終
了
し
ま
し
た
。

八
方
支
部
長
、

貴
重
な
講
演
、

あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、

お
忙
し
い
中
、

ご
出
席
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

事
務
局
　
内

smみ 砿揚

褪
為
雛とヾ襟

講師八方清文支部長
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―

司

③
魂
乳
纂
誘
津

今
年
は
、

ｌｏ
月
１５
・
２２

・
２９
日

の
３
回
月
曜
コ
ー
ス
で
第

一
回
カ

ラ
オ
ケ
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、

三
日
間
延
べ
４２
名
の

ご
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

カ
ラ
オ
ケ
の
先
生
は
、

昨
年
目

本
ク
ラ
ウ
ン
か
ら
Ｃ
Ｄ
デ
ビ
ユ
ー

さ
れ
、

カ
ラ
オ
ケ
教
室
歴
３。
年
、

当
会
会
員
で
あ
る
西
大
泉
在
住
の

水
城
ゆ
き
先
生
で
、

内
容
は
三
回

で
美
空
ひ
ば
り
さ
ん
の

「愛
燦
燦
」

を
歌
う
コ
ー
ス
で
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
私
を
含
め
、

カ
ラ
オ
ケ
を
始
め
て
習

っ
た
方
が

多
く
、　

一
人
で
皆
の
前
で
唄
う
緊

張
感
も
あ
り
ま
し
た
が
、

朝
か
ら

声
を
出
す
気
持
ち
良
さ
も
体
感
で

き
た
よ
う
で
し
た
。

三
回
コ
ー
ス
と
短
期
で
し
た
が
、

唄
い
方
の
コ
ツ
を
学
び
、

得
る
こ

と
も
多
く
、

と
て
も
好
評
で
し
た
。

《
先
生
か
ら
習
っ
た
唄
い
方
の
コ
ツ
》

①

上
手
く
唄
お
う
と
し
な
い
。

②

身
体
が
楽
器
。

③

身
体
を
伸
ば
し
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
。

④

回
は
横
に
開
け
る
。

③

母
音
で
唄
う
。

（参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

）

お
忙
し
い
な
か
ご
参
加
頂
き
ま

し
た
皆
さ
ま
、

そ
し
て
水
城
先
生
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
ｏ

ま
た
来
年
も
開
催
致
し
ま
す
の

で
、

是
非
と
も
ご
参
加
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

私
カ
ラ
オ
ケ
に
ハ
マ
リ
そ
う
で
す
。

高
橋

先
生
を
囲
ん
で

「か
わ
い
い
」
の
イ
ー
で
集
合
写
真

（最
終
回
ご
参
加
の
皆
さ
ん
）

西
武
池
袋
線
石
神
井
公
同
駅
南
口
商

店
街
公
同
通
り
を
入

つ
た
所
に

「大
烏

屋
」
さ
ん
が
あ
り
ま
す
。

先
代
は
、

お
父
様
の
新

一
郎
さ
ん
で
、

昭
和
２３
年
に
開
業
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の

当
時
は
、

住
所
が
石
神
井
町
で
は
な
く
、

下
石
神
井
と
い
う
住
居
表
示
で
し
た
。

当
会
に
は
昭
和
２９
年
に
ご
入
会
、

お
父

様
の
代
か
ら
み
る
と
、　

一
番
歴
史
の
あ

る
会
虫
様
で
す
。

奥
様
と
の
出
会
い
を
聞
い
て
み
る
と
、

バ
イ
ク
で
お
嫁
さ
ん
探
し
に
廻
っ
た
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

そ
し
て

「
こ
の
人

だ
」
と
思
っ
た
方
が
江
古
田
の
お
某
Ｆ

歴
さ
ん
で
働
い
て
い
た
娘
さ
ん
「
一ず

さ
ん
」
で
し
た
。

結
婚
後
お
父
様
は
６２
才
と
い
う
若
さ

で
、

宏
道
さ
ん
に
お
店
を
任
せ
、

三
代

Ｈ
が
誕
生
し
た
訳
で
す
。

一
回

一
城
の
■
に
な

っ
た
二
代
目
は
、

あ
る
日
、

デ
パ
ー
ト
の
お
も
ち
ゃ
売
り

場
で
鉄
道
模
型
を
み
て
い
る
と

「
こ
れ

を
席
内
に
た
ら
せ
た
ら
楽
し
い
だ
ろ
う

な
」
と
思
い
、

早
速
買

っ
て
帰

っ
た
そ

う
で
す
。

こ
れ
が
４。
年
間
た
り
続
け
、

テ
レ
ビ
局
阿
社
か
ら
取
材
を
受
け
る
結

果
と
な
り
、

大
変
な
ｉ
伝
効
果
が
あ

つ

～
ア
イ
デ
ィ
ア
が
生
ん
だ
四
十
五
年
～

電
車
が
走
る
首
な
が
ら
の
趣
味
の
菓
子
店

実
島
犀

島
崎
宏
道
氏
を
訪
ね
て

た
そ
う
で
す
。

鯉
　
　
先
日
も
、「ゆ

鑓
　
う
ゆ
う
散
歩
」

洵
　
か
ら
取
材
に
見

ク
　
え
て
、

そ
　
時

製メブ
　
加
山
雄
三
さ
ん

↑
　

力
食
べ
た

「お

ド
　
み
く
じ
せ
ん
べ

い
」
が
非
常
に
売
れ
る
と
い
う
お
話
し

で
し
た
。

■
代
日
‐エー
く
、

「
ひ
ら
め
い
た
ら
、

直
ぐ
に
実
行
す
る
こ
と
が
大
切
」
と
。

ま
た
、

と
こ
と
ん
迫
い
求
め
る
こ
代
日

は
、

鉄
道
模
型
の
急
行
電
車
が
各
快
を

通
い
抜
く
さ
ま
な
ど
複
雑
な
た
り
方
を

す
る
よ
う
に
夜
ご
と
研
究
を
し
た
そ
う

で
す
が
、

最
後
に
た
ど
り
着
い
た
の
が

「
シ
ン
プ
ル
イ
ズ
ベ
ス
ト
」
単
純
が

一
番

と
い
う
答
え
だ
つ
た
。
と
も
お
つ
し
や
つ

て
い
ま
し
た
。

話
は
尽
き
な
い
で
す
が
、

店
内
の
レ

イ
ア
ウ
ト
等
に
も
あ
ち
こ
ち
Ｉ
夫
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

店
内
は
是
非
常
さ
ん
の

日
で
お
惟
か
め
頂
き
た
い
で
す
。

三
時
間
ほ
ど
お
邪
魔
し
て
い
る
と
、

い

ろ
ん
な
お
客
様
が
お
見
え
に
な
り
ま
し

た
が
、

「孫
が
こ
の
お
東
子
が
好
き
で
」
と

〓
ち
て
買
い
に
来
ら
れ
た
お
客
様
の
言
葉

が
何
と
も
嬉
し
い
お
話
し
で
し
た
。

店
内
に
は
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
は

一
切
置

い
て
い
ま
せ
ん
。

お
子
さ
ん
が
食
べ
た

ら
歯
茎
や
脳
に
良
い
だ
ろ
う
と
思
う
お

東
子
ば
か
り
で
し
た
。

人
気
商
品
は
、

大
根
生
妾
鈴
に
千
葉

産
の
味
付
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
で
宏
道
氏
の
推

奨
品
で
も
あ
り
ま
す
。

最
後
に
成
功
す
る
秘
訣
を
開

い
て
き

ま
し
た
。

【成
功
す
る
三
惚
れ
】

一
、

土
地
に
惚
れ

二
、

仕
事
に
惚
れ

三
、

女
房
に
惚
れ
る
。

懐
か
し
い
お
菓
子
が
い
っ
ぱ
い
の
お
店
で

す
。

是
非
と
も
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

練
馬
区
石
神
井
町
三
十
十
八
十
十

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
３
１
３
９
９
５
１
１
１
３
８

「
大
島
屋
」 宏道氏と奥さまの一子さん


